B5用紙

（個人）　　　　　　　　　　　　　　　　（報告　赤石　　　）　

	山（山域・ルート）川乗山


【日時】　１８年　１月３０日（月）日帰り
【メンバー】

赤石（計　１　名）

【行動記録】

自宅(5:50)～奥多摩ＪＲ［古里］駅（9:00）～古里附のイヌグス(9:10～20)～赤杭山(11:00)～エビ小屋山（11:50～12:00）～北峰(12:50)～避難小屋(12:55)～山頂（13:10～14:30）～舟井戸（14:50）～大根山の神(15:50)～鳩ノ巣駅（16:20）　　　　　　　　　　　　　　　　

上り　４時間　下り　２時間
【装備・食料等】

　　日帰り冬ﾊｲｷﾝｸﾞ装備、ﾂｪﾙﾄ、ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ、各種地図、双眼鏡、救急具、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　数年ぶりの奥多摩単独ハイク、白岡からこんなに遠いとは思わなかった。3時間です。うち待ち時間が小一時間。接続悪いですね。線路沿いに歩くと思わぬところに巨樹の看板…「小丹波のイヌグス」イヌグスとは？と行って見ると、タブノキのことだった。こぶもあり太く、また高い。この辺はタブノキが多いらしい。もう少し先にも「古里附のイヌグス」というもっと太いのがある。登りはじめて３０分程、ガレ場のトラバースのような所が残雪も滑りやすく恐る恐る通過。赤杭山手前にアカマツが数本あり、マツボックリがいっぱい。きれいな物を子供へのお土産に拾う。尾根からは高水三山から棒の折山が長い尾根。風なく静か。エビ小屋山への急登から道が不明瞭で荒れてると思ったら、手前で分岐だと思った道が本来のコースで、尾根沿いを登っていた。おかげでエビ小屋山のピークを踏むことができ、軽く昼飯。やっと北峰へ着くと明るく開ける。避難小屋は今にも崩れそうだが中が広い。ごく最近の焚火の跡。山頂は一等三角点があり、眺望豊か。三つドッケが本当に三つのピークが連なっているのがおかしかった。蕎麦粒山も初めてとがったのを見た。いろんな地図見てゆっくりくつろいだあと、舟井戸経由で大ダワまでは鋸尾根が面白い。その後ぬかるみと膝下の落葉。日帰りの割にたっぷり深山を堪能した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
